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１．研究成果の概要 

 本研究は、近代日本における地域固有の在来品種を基にした野菜の産地化が、昭和・平成以降の現代日本の

輸送園芸産地の形成と存在形態にどのような関わりを持って産地化の礎を築いたのかを、生産者のサイドから

実態調査を通じて農業地理学の視点から明らかにしようとした。具体的には、現代日本の代表的な外来野菜の

一つのタマネギを取り上げ、その生産の 50％を超える北海道に注目した。そして現代の主産地化が行われる

以前の明治～昭和戦前期において札幌を中心に外来野菜としてのタマネギがどのようにして地域に受け入れ

られて、主産地化の素地を形成したのかを北海道開拓使、入植農民との関わりから述べると共に、その伝播過

程を明らかにした。北海道産タマネギ栽培の嚆矢となった開拓農民と開拓村について詳細なデータ分析を行っ

た結果、作付の伝播に関しては篤農家による栽培技術の蓄積に負うところが多いものの、その市場販売の過程

は仲買商人の存在が大きく、また、栽培に好適な土壌としての自然堤防上に立地が集中していたことが明らか

となった。また、近代期の農法は現代期の作付形態と比較して、極めて労働集約的なものではあったが、アメ

リカから導入されたイエローグローブダンバースという品種を国内産地用に改良し、現代の F1 品種の基とな

る札幌黄と呼ばれる品種が完成したことによって、全国に出荷する素地を本格的に作って行ったことが明らか

となった。 
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３．主な経費 

 研究動向を調べるための、学会費、北海道を中心とする農業の統計資料収集、文具代等の経費を個人研究費

で利用した。現地調査の費用は、コロナ禍のために使用することがなかった。 

 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

 特になし 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 

 


